
●「まちづくり」と「ものづくり」の観点から地域志向教育研究プロジェクトを編成し、大学が立地する江東区・港区・
埼玉県・さいたま市と連携しながら、教育・研究・社会貢献を三位一体で推進し、地域ぐるみの人材育成システムを
確立させる。

●さらに、それを活用して、大学の人材育成目標である、「社会（世界）に学び社会（世界）に貢献できる理工系人材」の
育成につなげる。

地域・大学一体型人材育成システムの基盤確立と、
それを活用したグローバル人材育成への総合展開

学年 1 年 2 年 3 年 4 年

地域志向
授業科目

地域連携
PBL

地域志向
研究論文

地域の事例・課題の
理解と解決策に関する科目群

地域課題解決に対する
提案を行う演習群

卒業
論文

地域イベントや地域公開講座への参加

より多くの学生が、地域と連携して課題抽出、分析・計画、課題解決アプローチな
どの実践能力を磨くことを目指して下記を設定している。

地域志向カリキュラムの特徴

■上記カリキュラムを通して、地域の課題解決に貢献する、地域志向人材の育成を目指している。

少子高齢化、エネルギー・
水・食料・環境、地域の安
全・安心、産業振興など
地域社会の問題を取り扱
う授業科目

地域志向
授業科目

地元企業や自治体の
ニーズを背景にして、
地域の事例・課題を
テーマとして取り上げ
た研究論文

地域志向
研究論文

地域貢献を体現できる実学教
育の場として、フィールドワー
ク等の演習活動の中でグルー
プディスカッションを通して課
題解決策を検討する科目

地域連携PBL

地域のニーズ・地域の課題・地域団体との連携・実践教育の場の提供

①学生参画型の共同研究推進
②地元経済における新規ビジネス需要発掘
③イノベーション創出、新規雇用の創出

研　究

①課題抽出、課題解決の技法と知見の習得
	 →科目「産学・地域連携PBL 」の新設、
	 PBL型卒論・修論のテーマ充実
②地元企業への人材供給・定着

教　育

①知の公開	：	公開講座、シンポジウム、
	 	 インターネット公開
②知の交流	：	地域活動支援・指導
③知の創出	：	活性化、ＱＯＬ向上、
	 	 伝統継承、技術イノベーション

社会貢献

地域志向
人材育成

社会
貢献

研究

教育

　地域の他機関および市民と積極的
に交流を推進し、地域志向ならびに
地域創生に寄与する人材を育成す
ることを目的として、地域共創セン
ターを設置。この組織は豊洲、大宮、
芝浦の各キャンパスに拠点を置く。
　地域志向教育研究プロジェクトの
採択にあたっては、本部内に審査委
員会を編成し、書類審査に基づき決
定している。

地域志向教育研究推進体制

連携研究・人材育成部門 地域共創センター

豊洲Campus 芝浦Campus大宮Campus

ものづくりプロジェクト

まちづくりプロジェクト

知的財産管理活用部門

複合領域産学官民連携推進本部

研究推進室
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